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富士未来学Ⅰ「データ分析講座Ⅰ」中学１学年

１変量のデータを扱いました。平均値、中央値、最頻値といった
代表値や、度数分布表、ヒストグラムを学習し、データの特徴の
表現や整理の仕方を身に付け、データの散らばりの度合いを表現
する四分位数、四分位数を視覚化した箱ひげ図から、データ同士
の比較についても学習しました。さらに、散布度（分散、標準偏
差）を活用して、平均値からの散らばりの度合いを表現する方法
を学習していきます。
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ヒストグラムと箱ひげ図
それぞれの長所は？

データ分析講座特集
課題研究には、設定した仮説を検証するために収集した
データを分析し、解析する術を身に付けることが必要で
す。データ分析講座では、相関係数や仮説検定の基礎を
中学３学年までに扱い、理数的解決力を育成します。

富士未来学Ⅱ「データ分析講座Ⅱ」中学２学年

２変量のデータの関係を表す相関係数を扱いました。偏差の
積の符号から共分散の意味を学習し、共分散の符号や相関係
数の値から相関関係を判断できるようになりました。相関関
係と因果関係の違いを理解することも大切です。相関関係が
あっても因果関係があるとは限りません。疑似相関の場合も
考えられます。講座の最後には、いくつかの点の配列を１本
の直線で代表すること、すなわち回帰することを学習し、回
帰直線を実際に作成しました。
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偏差の２乗の和を
最小にするように直線を引きます

信頼度95％の信頼区間とは？

富士未来学Ⅲ「データ分析講座Ⅲ」中学３学年

無作為抽出した標本から母集団の特徴を推測する、推測統
計について学習しました。正規分布の性質を学習し、標準
化して、標準正規分布で考えることの有用性を体感しまし
た。また、母平均の区間推定の公式を導出しました。これ
からは、仮説検定の考え方を学習し、代表的な検定の過程
を体験していきます。
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ＳＳＨ指定書が届きました（右）

・スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）支援事業とは、先進
的な理数系教育を実施している高等学校を指定し、支援する国の事
業です。現在全国でＳＳＨに指定されている高等学校は２１８校あ
り、指定期間は５年間となります。

ＳＳＨで重要な取組みとしては、生徒の興味・関心に基づき、数
学や理科の見方・考え方を活用し、組み合わせた課題研究を実施す
ることです。課題研究の流れは、事象の観察→問題の発見→課題設
定→課題解決→分析・考察・推論→表現・伝達となっています。

富士はこれまでの探究活動の成果と課題を検討し、発展させた取
り組みを行うということでＳＳＨの申請を行い、今年度の指定に至
りました。中学生も含めた６年間の課題研究を実施する、中高一貫
教育カリキュラムの開発を目指し、また、女子高であった伝統を踏
まえ、科学技術を牽引する女子生徒の育成方策を開発することとし
て、富士のＳＳＨの成果が期待されています。また、課題研究とと
もに、通常の教科・科目を探究的な要素を増やしていき、生徒の
「挑戦力」「理数的発見力」「理数的解決力」を育成していくこと
が富士のＳＳＨのミッションとなっています。

令和３年度スーパーサイエンスハイスクール

生徒研究発表会ー８月４日（水）５日（木）神戸国際展示場

全国のＳＳＨ校２１８校の生徒が神戸に集い、日頃の研究の
成果を発表しました。ポスターセッションでは参加している
生徒だけでなく、大学や企業の研究者も質疑応答を行い、審
査されます。本校からは、高校１学年の科学探究部生物班の
３名の生徒が参加しました。研究成果が高く評価され、２１
８校のうち上位３０校に選ばれ「ポスター発表賞」をいただ
きました。

研究概要－研究成果をポスター発表

学校の屋上プールで、プールを使用していない秋から春にかけて採取
したミジンコのライフサイクルを明らかにし、兵庫県で採取された
３種のミジンコと比較しました。検定を行い、科学的に検証しました。

創意・工夫した意欲的
な取組みが評価されて
「ポスター発表賞」を
いただきました。
（右）

今後の理数セミナー

９月１８日（土）

塩澤友樹先生 椙山女学園大学 教育学部子ども発達学科

「数学の課題研究の事例紹介と統計分析のススメ」

※課題研究の検証方法についても触れていただきます。

９月２５日（土）

砂金達先生 株式会社ニコン デジタルソリューションズ事
業部 開発・技術部

「モノづくりを支えてく３Ｄ計画」

１０月２日（土）

川口健一先生 東京大学 生産技術研究所

「テンセグリティって何？～先生は全てを知っている訳では
ない～」


